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１１
月
３０
日
（
土
）
今
年
度
第
３
回
目
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
要
約
し
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 
■
１
時
限
目 

「
欠
陥
の
事
例
研
究
」 

講
師 
大
川 

照
夫 

当
会
理
事
長 

 

建
築
Ｇ
メ
ン 

一
級
建
築
士 

 

「
欠
陥
の
根
拠
が
明
確
に
な
ら
な
い

も
の
」
、「
欠
陥
を
指
摘
し
た
も
の
の
相
手

側
か
ら
様
々
な
言
い
訳
を
呈
さ
れ
た
も

の
」
な
ど
に
つ
い
て
講
義
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

１
．
戸
建
て
住
宅
の
基
礎
地
業 

設
計
図
に
は
割
栗
石
と
明
記
し
て

い
る
も
の
の
（
図
１
）、
実
際
に
は
砕

石
を
使
用
、
そ
の
層
厚
も
薄
い
と
い
う

ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
る
。       

し
か
し
、
こ
れ
が
欠
陥
で
あ
る
と
指
摘

す
る
こ
と
は
要
注
意
で
あ
る
。 

 

今
ま
で
戸
建
て
住
宅
の
「
地
業
」
の

施
工
方
法
に
関
す
る
法
規
制
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
建
築
基
準
法
の
改
正

や
品
確
法
の
施
行
に
よ
り
、
地
業
に
関

し
て
も｢

性
能｣

が
要
求
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
き
た
。 

 

従
来
の
地
業
は
、
割
栗
石
を
小
端
立

て
に
並
べ
、
目
潰
し
砂
利
を
敷
き
込
み

転
圧
し
て
い
た
が
（
図
１
）
、
最
近
は

砕
石
を
使
用
し
た
地
業
が
一
般
的
に

な
っ
た
。 

本
来
、｢
地
業｣

に
対
す
る
要
求
性
能

は
、
上
部
構
造
の
荷
重
を
地
盤
に
ス
ム

ー
ス
に
伝
達
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
必

ず
し
も
割
栗
石
を
使
う
必
要
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
地
業
と
し

て
の
性
能
を
満
た
す
に
は
次
の
こ
と

が
満
足
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

 

①
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
低

下
防
止 

 
 

②
基
礎
の
位
置
精
度
の
確
保 

 
 

③
底
盤
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
確
保 

 
 

④
床
付
け
面
の
平
滑
化 

⑤
地
盤
表
面
の
締
め
固
め 

 

(１)
砕
石
地
業
と
割
栗
地
業
及
び
地
業 

な
し
の
比
較 

戸
建
て
住
宅
の
地
業
は
、
一
般
に

は
割
栗
で
は
な
く
、
０
～
40
㎜
の
砕

石
が
多
く
用
い
ら
れ
、
そ
の
厚
さ
は

６０
～
１００
㎜
程
度
で
あ
る
。 

本
来
、
地
業
の
目
的
は
土
工
事
で

発
生
し
た
地
盤
の
緩
み
を
緩
和
す
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文
責 

当
会
副
理
事
長 

石
岡 

善
正 

建
築
Ｇ
メ
ン 

一
級
建
築
士 

図 1 一般的な地業の表示 

捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト 

講義中の大川理事長 

http://www.kenchiku-gmen.or.jp/
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る
こ
と
や
、
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

下
地
を
造
る
こ
と
に
あ
る
。 

小
規
模
建
築
物
の
新
築
工
事
に

お
い
て
地
業
は
必
ず
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地
業
の

種
類
及
び
施
工
方
法
の
違
い
が
土

質
や
土
の
硬
軟
に
よ
っ
て
、
ど
の
程

度
の
効
果
を
有
す
る
か
ほ
と
ん
ど

分
か
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。 あ

る
実
験
結
果
に
よ
る
と
、
ＧＬ
．

－０．５
ｍ
ま
で
盛
土
の
粘
土
、
ＧＬ
．
－０．７
ｍ

よ
り
粘
土
混
じ
り
砂
質
土
層
、

ＧＬ
．

－１．０
ｍ
か
ら
非
常
に
硬
い
と
い
う
地

盤
に
お
い
て
、
１２
ケ
ー
ス
の
地
業
で

平
板
載
荷
試
験
を
行
い
、
荷
重
度
50

kN
／
㎡
時
に
お
け
る
鉛
直
方
向
地

盤
反
力
係
数
kvs
の
比
較
を
し
た
結

果
は
、
以
下
、
記
載
す
る
通
り
で
あ

る
。 砕

石
地
業
⑦
と
割
栗
地
業
⑪
と

地
業
無
し
⑫
の
kvs
の
数
値
を
比
較

す
る
と
（
図
２
）
、
⑫
の
地
業
を
行

わ
な
い
方
が
最
も
数
値
が
大
き
く
、

⑪
の
割
栗
地
業
が
最
も
数
値
が
低

い
。
⑦
の
砕
石
地
業
が
そ
の
中
間
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
の

予
想
を
裏
切
る
結
果
と
い
え
る
。 

 

 (２)
基
礎
地
業
の
方
法
が
硬
質
地
盤
に 

与
え
る
影
響 

①
タ
ン
パ
ー
と
プ
レ
ー
ト
の
比
較 

タ
ン
パ
ー
と
プ
レ
ー
ト
の
転

圧
効
果
を
比
較
し
た
所
、
数
字

は
タ
ン
パ
ー
の
方
が
幾
分
小
さ

く
現
れ
た
も
の
の
、
顕
著
な
違

い
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
、
同
等
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

②
埋
め
戻
し
土
と
転
圧
の
有
無 

埋
め
戻
し
を
し
た
場
合
、
転
圧

を
し
て
も
し
な
く
て
も
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
。
双
方
を
比
較
す
る

と
、
転
圧
し
な
い
方
が
地
盤
の
剛

性
が
高
い
。 

③
割
栗
地
業
に
対
す
る
転
圧
の
有

無
の
効
果 

転
圧
し
た
場
合
と
転
圧
し
な

か
っ
た
場
合
の
違
い
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。 

 
 
 
 ④

砕
石
と
再
生
砕
石
、
割
栗
の
比
較 

比
較
し
た
結
果
圧
倒
的
に
採

石
が
良
か
っ
た
。
再
生
砕
石
は
ガ

ラ
ス
片
の
混
入
な
ど
、
材
質
に
問

題
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
尚
、

割
栗
は
砕
石
の
２
割
程
度
し
か

効
果
が
な
か
っ
た
。 

以
上
の
実
験
結
果
か
ら
、
良
質

地
盤
に
お
い
て
地
業
を
行
う
場

合
は
、
過
度
の
転
圧
に
十
分
注
意

す
べ
き
で
あ
る
。 

(

日
本
建
築
学
会
論
文
「
戸
建
住
宅
の
基
礎
地
業

の
方
法
が
硬
質
地
盤
に
与
え
る
影
響
」
よ
り)

 

 

２
．
外
壁
モ
ル
タ
ル
の
塗
り
厚
さ 

設
計
で
は
一
般
に
モ
ル
タ
ル
厚
さ

２０
㎜
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
塗
り
厚
の

現
状
は
１０
㎜
程
度
。
施
工
者
は
「
特
殊

モ
ル
タ
ル
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
問

題
な
い
」
と
い
う
が
、
防
火
性
能
や
ひ

び
割
れ
防
止
等
の
観
点
か
ら
、
使
用
し

た
材
料
の
デ
ー
タ
提
出
を
求
め
、
必
要

厚
さ
を
確
認
の
上
、
実
際
の
厚
み
を
計

測
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
厚
み
を

確
認
す
る
方
法
の
例
を
あ
げ
る
と･･ 

①
外
壁
出
隅
部
の
見
切
り
材
（
コ
ー

ナ
ー
定
木
・
図
３
）
の
寸
法
を
確

認
す
る
。 

 
 

モ
ル
タ
ル
厚
さ
何
mm
で
施
工

し
よ
う
と
し
て
い
た
か
と
い
う

施
工
者
の
意
図
が
わ
か
り
、
箇
所

に
よ
り
厚
み
が
違
う
と
い
う
不

毛
な
議
論
に
決
着
を
つ
け
る
。 

 

 

図 2 実験ケース ⑥⑦⑪⑫ 

図 3 コーナー定木断面 

（注：各種寸法あり） 

コーナー定木の取付け 
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②
外
壁
下
端
の
見
切
り
材
の
寸
法

を
確
認
す
る
。 

③
サ
ッ
シ
の
見
込
み
寸
法
及
び
下

地
板
の
位
置
・
寸
法
と
、
外
壁
仕

上
げ
面
ま
で
の
寸
法
と
の
比
較

に
よ
っ
て
算
出
す
る
。 

 

３
．
仕
上
げ
面
の
精
度
不
良
、
変
形 

壁
の
不
陸
、
段
差
、
ひ
び
割
れ
や
床

の
き
し
み
、
仕
上
げ
面
の
キ
ズ
な
ど
は
、

程
度
に
も
よ
る
が
、
裁
判
で
は
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
注
意
す
る

こ
と
。 

 

■
２
時
限
目 

「
建
築
Ｇ
メ
ン
の
た
め
の 

法
律
知
識
」 

講
師 

山
本 

孝 
 

当
会
顧
問 

弁
護
士 

 

１
．
建
築
基
準
法
施
行
令
第
９３
条
の
解
釈 

施
行
令
第
９３
条
（
基
礎
及
び
基
礎
ぐ

い
）
で
は
、
地
盤
の
許
容
応
力
度
及
び

基
礎
ぐ
い
の
許
容
支
持
力
は
、･

･
･

地

盤
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

て
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
９３
条

の
た
だ
し
書
で
は
、
表
に
１０
種
類
の
地

盤
と
そ
の
許
容
応
力
度
を
定
め
、
地
盤

の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
表
の
数

値
に
よ
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
い

る
。
従
っ
て
、
「
ロ
ー
ム
層
」
は
、
表

か
ら
許
容
応
力
度
５０

ｋＮ
の
数
値
を
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。 

し
か
し
、
た
だ
し
書
の
表
中
の
数
値

は
、
十
分
な
地
盤
調
査
が
行
わ
れ
な
い

場
合
に
推
計
値
と
し
て
使
用
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
地
盤
調
査
を
行
い
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
定
め
る
べ
き
で

あ
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
た
だ
し
書
き
は
、
地
盤

調
査
を
し
な
か
っ
た
場
合
の
弁
解
材

料
に
用
い
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
の

で
念
の
た
め
。 

 
 

「
小
規
模
建
築
物
基
礎
設
計
指
針
」 

に
よ
れ
ば
、
「
軽
微
な
住
宅
と
い
え
ど

も
地
盤
の
状
況
に
よ
っ
て
は
不
同
沈

下
が
生
ず
る
」
と
し
て
い
る
。 

事
前
調
査
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
試
験
（
Ｓ
Ｓ
式
）
に
始
ま

る
地
盤
調
査
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に

よ
れ
ば･･･ 

(１)
Ｓ
Ｓ
試
験
の
結
果
、
基
礎
底
面
か

ら
２
ｍ
ま
で
１
ｋＮ
以
下
の
自
沈
層

が
あ
る
場
合
は
支
持
力
の
検
討
が

必
要
。
そ
の
結
果
が
ＮＯ
の
場
合
は

Ｓ
Ｓ
試
験
で
は
設
計
不
可
と
な
る
。 

(２)
Ｓ
Ｓ
試
験
の
結
果
、
基
礎
底
面
か 

２
ｍ
ま
で
１
ｋＮ
以
下
の
自
沈
層
が

な
く
、
更
に
、
２
ｍ
以
上
５
ｍ
ま

で
０．５

ｋＮ
以
下
の
自
沈
層
が
な
い

場
合
は
、
Ｓ
Ｓ
試
験
の
み
で
設
計

可
能
な
直
接
基
礎
と
な
る
。 

(３)
右
の
(２)
で
２
ｍ
以
上
５
ｍ
ま
で

０．５

ｋＮ
以
下
の
自
沈
層
が
あ
る
場

合
は
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
（
土
質
試

験
）
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
結
果
、

ＮＯ
の
場
合
は
Ｓ
Ｓ
試
験
で
の
設
計

は
不
可
と
な
る
。 

 

２
．
建
物
の
瑕
疵
（
担
保
）
責
任
を
巡

る
論
点 

(１)
瑕
疵
と
は 

民
法
で
も
住
宅
品
確
法
で
も
瑕 

疵
概
念
に
差
は
な
い
が
、
請
負
と
売

買
で
は
相
違
す
る
。 

①
請
負
の
場
合 

完
成
さ
れ
た
仕
事
が
契
約
で

定
め
ら
れ
た
内
容
通
り
で
な
く
、

使
用
価
値
も
し
く
は
交
換
価
値

を
減
少
さ
せ
る
欠
点
が
あ
る
か
、

又
は
当
事
者
が
予
め
定
め
た
性

質
を
欠
く
な
ど
、
不
完
全
な
点
を

有
す
る
こ
と
。 

②
売
買
の
場
合 

売
買
の
目
的
物
が
そ
の
種
類

の
も
の
と
し
て
通
常
有
す
べ
き

品
質･

性
能
、
あ
る
い
は
契
約
上

予
定
し
た
性
質
を
欠
い
て
い
る

こ
と
。 

(２)
根
拠
法
条 

①
請
負
契
約
の
場
合 

 
 

・
請
負 

民
法
６
３
４
条
。 

 
 

 

こ
れ
は
建
築
に
限
ら
な
い
法
律
。 

 
 

・
住
宅
品
確
法 

 

Ｈ
１２
年
４
月
１
日
以
後
の
契
約
。 

 
 

②
売
買
契
約
の
場
合 

 
 

・
売
買 

民
法
５
７
０
条
。 

請
負
と
同
様
建
築
に
限
ら
な
い 

法
律
。 

 
 

・
住
宅
品
確
法 

Ｈ
１２
年
４
月
１
日
以
後
の
契
約
。 

講義中の山本顧問 
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以
下
、 

(３)
対
象
と
な
る
建
物 

 (４)
対
象
と
な
る
瑕
疵
部
分 

 (５)
対
象
と
な
る
瑕
疵
の
種
類 

 (６)
瑕
疵
担
保
期
間
（
基
本
） 

(７)
瑕
疵
担
保
期
間
（
契
約
に
よ
る 

修
正) 

(８)
瑕
疵
の
補
修
＝
修
補
請
求 

に
つ
い
て
具
体
的
に
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。 

   
 
 
 
 
 
 

 

        

香
り
の
歴
史
は
古
く
、
遡
る
こ
と
古
代

文
明
時
代
、
神
殿
で
は
植
物
を
焚
い
て
、

そ
の
煙
で
香
り
を
く
ゆ
ら
せ
る
薫
香
が 

宗
教
儀
式
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

現
代
で
は
、
日
常
生
活
の
中
に
香
り
は

溢
れ
、
食
器
洗
剤
や
衣
類
洗
剤
、
食
品
か

ら
文
具
用
品
に
至
る
ま
で
様
々
な
製
品

か
ら
香
り
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
香
り

と
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
。 

主
に
天
然
香
料
に
つ
い
て
触
れ
て
い

き
ま
す
。
香
り
は
大
き
く
分
け
る
と
合
成

香
料
と
天
然
香
料
に
大
別
さ
れ
ま
す
。 

合
成
香
料
は
、
石
油
な
ど
を
科
学
技
術

に
よ
り
合
成
し
た
香
り
で
、
１９
世
紀
以
降
、

安
価
で
安
定
的
に
大
量
に
作
ら
れ
色
々

な
香
り
を
再
現
す
る
事
が
可
能
で
す
。 

こ
れ
に
対
し
、
天
然
香
料
は
植
物
か
ら

採
取
さ
れ
た
香
り
で
品
質
や
収
穫
量
な

ど
は
気
候
の
影
響
を
受
け
ま
す
が
、
奥
行

き
の
あ
る
自
然
な
香
り
で
す
。 

天
然
香
料
は
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ

ル
・
精
油
の
こ
と
を
さ
し
、
植
物
の
花
・

葉
・
根
・
果
皮
・
樹
皮
な
ど
、
様
々
な
部

位
か
ら
芳
香
物
質
を
抽
出
し
、
成
分
や
作

用
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
数
百
種
以
上
に

も
な
り
ま
す
。 

香
り
の
特
徴
か
ら
フ
ロ
ー
ラ
ル
系
・
シ

ト
ラ
ス
系
・
ハ
ー
ブ
系
・
ウ
ッ
デ
ィ
系
・

ス
パ
イ
ス
系
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
系
・
モ
ッ

シ
ー
系
な
ど
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
、
い

く
つ
か
香
り
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
フ
ロ
ー
ラ
ル
系
の
代
表
は
、
ロ

ー
ズ
で
す
。
甘
く
う
っ
と
り
し
た
香
り
で

花
・
香
り
共
に
女
性
に
大
変
人
気
が
あ
り
、

歴
史
上
に
登
場
す
る
人
物
、
マ
リ
ー
・
ア

ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
も
愛
好
家
の
一
人
で
し

た
。 一

滴
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
を

抽
出
す
る
た
め
に
、
何
百
本
も
の
バ
ラ
が 

必
要
で
大
変
高
価
で
す
。 

 
 

 

ハ
ー
ブ
系
で
は
、
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
香

り
が
と
て
も
な
じ
み
深
い
と
思
い
ま
す
。 

ガ
ム
や
歯
磨
き
粉
な
ど
に
多
用
さ
れ
て

い
る
こ
の
香
り
は
さ
わ
や
か
で
清
涼
感

が
あ
り
ま
す
。
デ
ザ
ー
ト
の
付
け
合
わ
せ

と
し
て
ア
ク
セ
ン
ト
的
に
添
え
ら
れ
、
植

物
そ
の
も
の
は
繁
殖
力
が
と
て
も
旺
盛

で
す
。 

建
材
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
ウ

ッ
デ
ィ
系
に
も
様
々
な
香
り
が
あ
り
、
森

林
の
中
に
い
る
様
な
清
々
し
い
香
り
は

深
呼
吸
を
し
た
く
な
り
ま
す
。 

和
名
：
糸
杉
の
名
を
持
ち
ゴ
ッ
ホ
が
好

ん
で
絵
画
に
描
い
た
サ
イ
プ
レ
ス
。
日
本

建
築
の
象
徴
で
あ
り
法
隆
寺
に
も
使
用

さ
れ
て
い
る
ヒ
ノ
キ
。
別
名
：
白
檀
と
も

い
わ
れ
仏
像
や
お
線
香
な
ど
用
途
は
幅

広
い
サ
ン
ダ
ル
ウ
ッ
ド
な
ど
な
ど
。
こ
れ

ら
の
香
り
は
葉
や
球
果
、
心
材
か
ら
芳
香

物
質
を
抽
出
し
ま
す
が
、
分
類
は
バ
ル
サ

ム
系
、
樹
皮
か
ら
芳
香
物
質
を
抽
出
す
る

フ
ラ
ン
キ
ン
セ
ン
ス
と
い
う
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
オ
イ
ル
も
あ
り
ま
す
。
樹
皮
を
傷

つ
け
滲
み
出
た
樹
液
を
乾
燥
さ
せ
固
ま

っ
た
と
こ
ろ
を
採
取
し
、
ほ
ん
の
り
ス
パ

イ
シ
ー
で
レ
モ
ン
の
よ
う
な
香
り
で
す
。 

そ
し
て
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
は

幅
広
い
方
法
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
日
々
の
疲
れ
を
癒
し
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
も
た
ら
す
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
香
水
を
創
る
ア
ロ
マ
パ
ル
フ
ァ
ン
、

色
々
な
空
間
を
香
り
で
満
た
す
ア
ロ
マ

エ
ア
ス
タ
イ
リ
ン
グ
な
ど
で
す
。 

 

      

Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ａ ～

香
り
～ 

 

M

I

K

A
さ
ん
か
ら
の
投
稿   

 
 

 

ローズ 
(バラ) 

 

サ
ン
ダ
ル
ウ
ッ
ド(

白
檀) 
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な
か
で
も
、
ア
ロ
マ
エ
ア
ス
タ
イ
リ
ン
グ

は
、
取
り
入
れ
て
い
る
企
業
が
増
え
て
お

り
、
ホ
テ
ル
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
結
婚
式

場
、
住
宅
展
示
場
、
病
院
、
イ
ベ
ン
ト
の

演
出
な
ど
に
香
り
を
く
ゆ
ら
せ
る
こ
と

に
よ
り
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
性
を
高
め
、
よ

り
快
適
な
空
間
を
演
出
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
オ
イ
ル
の
作
用
を
生
か
し
た
香

り
を
く
ゆ
ら
せ
る
こ
と
で
、
風
邪
や
イ
ン

フ
ル
イ
ン
ザ
の
予
防
、
免
疫
力
の
Ｕ
Ｐ
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
香
り
は
、
気
持
ち
を

明
る
く
し
た
り
、
気
持
ち
が
落
ち
着
い
た

り
、
人
へ
の
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

朝
、
淹
れ
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
立
ち

上
る
香
り
、
そ
ん
な
身
近
な
香
り
か
ら
関

心
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
、
心

は
豊
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

   

 

   

 

 

事
務
局
年
末
・
年
始
休
暇
の
お
知
ら
せ 

二
〇
一
三
年
一
二
月
二
八
日
（
土
）
～ 

二
〇
一
四
年
一
月
五
日
（
日
）   

二
〇
一
三
年
度
建
築
Ｇ
メ
ン
認
証
試
験 

▼
日
時
：
二
〇
一
四
年
二
月
二
二
日
（
土
） 

筆
記
試
験
一
〇
時
～
一
二
時 

▼
会
場
：
未
定 

▼
申
込
締
切
：
二
〇
一
四
年
一
月
三
一
日

（
金
） 

     

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

２
０
１
３
年
を
表
す
「
今
年
の
漢
字
」

は
、
全
国
か
ら
募
っ
た
１７
万
票
余
の
中
か

ら
「
輪
」
が
選
ば
れ
、
清
水
寺
で
森
清
範

貫
主
が
和
紙
に
墨
で
書
き
上
げ
発
表
さ

れ
ま
し
た
。 

今
年
は
、
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の
開

催
決
定
や
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
な
ど
、
「
日
本
中
が
輪
に
な
っ
て
歓
喜

に
わ
い
た
年
」
で
あ
り
、
相
次
ぐ
自
然
災

害
に
も
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
こ
と
な

ど
が
、
今
年
の
漢
字
と
し
て
輪
が
選
ば
れ

た
理
由
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
に
日
本
中
を
沸
か
せ
た
の
は
、

球
団
創
設
９
シ
ー
ズ
ン
目
に
し
て
初
の

日
本
一
に
輝
い
た
楽
天
の
日
本
シ
リ
ー

ズ
優
勝
で
し
た
。
こ
れ
は
、
少
な
か
ら
ず 

震
災
に
遭
っ
た
皆
さ
ん
を
も
元
気
づ
け

た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

来
年
は
消
費
税
の
税
率
が
８
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
既
に
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
景
気
回
復
は
勿
論
の
こ
と
、
よ

り
明
る
い
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う

も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 

（
ｙ
・
ｉ
） 

   
 
 
 
 

 

      

□
実
例
欠
陥
建
築
集
・
木
造
編 

次
ペ
ー
ジ
に
、
当
会
の
１０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
作
成
し
た
「
実
例
欠
陥
建
築
集
・

木
造
編
」
の
一
部
を
、
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
（
紙
面
の
都

合
に
よ
る
不
定
期
掲
載
）。 

  

事事
務務
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

 

一緒に活動しませんか！ 

 

●会員の種類   ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000円 

消費者正会員 ----- 12,000円 

一 般 会 員  -----  6,000円 

団体一般会員 ----- 48,000円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

会員の種類： 
正会員、消費者正会員、一般会員、団体一般会員の４種あります。「義務と権利」、
「会費」が異なります。 
 
▽正会員 
「正会員」は、会の中核を担う存在で、総会の議決権を持ち、会の目的達成のた
めに必要な活動をし、会の運営に携わるものとします。相談等の業務への対応は
消費者正会員を除く「正会員」である必要があります。 
 
▽一般会員 
「一般会員」は「正会員」に比べ賛助会員としての性格を帯びています。もちろ
ん積極的な参加もできますが、イベント参加や情報提供だけで良いという方向け
のものです。会社など団体で登録される場合は「団体一般会員」となりますが、
会社の責任者が別途正会員になる必要があります。また、団体一般会員であるこ
とを宣伝したり、名刺等に表記できません。 
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